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こ
の
度
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
を
拝
命
し
た

茂
木
敏
充
で
す
。

　

復
帰
後
三
十
余
年
が
経
過
し
、
沖
縄

が
新
た
な
発
展
の
基
礎
を
築
い
て
い
く

重
要
な
時
期
に
担
当
大
臣
に
就
任
し
、

大
変
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

し
ま
す
。

　

私
は
大
臣
と
し
て
現
場
主
義
を
貫
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
就
任
直
後
に

沖
縄
を
訪
れ
、
稲
嶺
知
事
を
は
じ
め
県

内
各
界
の
多
く
の
方
々
と
お
会
い
し
、

産
業
振
興
の
問
題
、
米
軍
施
設
・
区
域

の
問
題
な
ど
沖
縄
の
抱
え
る
諸
課
題
に

つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
概
況
や

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
予
定
地

を
自
分
の
目
で
確
か
め
ま
し
た
。
今
後

と
も
現
地
を
訪
問
し
、
県
内
各
界
各
層

の
皆
さ
ん
の
声
も
お
聴
き
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
て
以
来
、
政

府
は
三
次
に
わ
た
る
振
興
開
発
計
画
を

策
定
し
、
総
額
約
七
兆
円
の
国
費
を
投

入
し
て
、
社
会
資
本
の
整
備
を
中
心
に

本
土
と
の
格
差
是
正
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
県
民
各
位
の
御
努
力

と
相
ま
っ
て
、
沖
縄
は
着
実
に
発
展
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。
他

方
、
今
日
な
お
沖
縄
の

社
会
経
済
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
自
立
型
経

済
の
構
築
に
向
け
た
一

層
の
取
組
が
極
め
て
重

要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
昨
年
四
月
に
施
行

さ
れ
た
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
及
び
昨
年
七
月

に
決
定
し
た
沖
縄
振
興

計
画
も
こ
の
よ
う
な
考

え
方
に
基
づ
く
も
の

で
、
こ
れ
ら
に
沿
っ

て
、
観
光
、
情
報
通
信
、

農
林
水
産
業
等
の
各
種

産
業
の
一
層
の
振
興
、

そ
れ
を
支
え
る
人
材
の

育
成
や
科
学
技
術
の
振

興
な
ど
、
沖
縄
の
新
た

な
る
発
展
に
向
け
て
、
地
元
と
一
体
と

な
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も

り
で
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
は
、
沖
縄
の
亜
熱
帯

の
美
し
い
自
然
を
始
め
と
す
る
地
域
特

性
や
優
位
性
を
最
大
限
に
い
か
し
て
い

く
と
い
う
視
点
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な

り
ま
す
。
沖
縄
を
中
心
と
す
る
半
径
千

五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
東

京
、
北
京
、
香
港
、
マ
ニ
ラ
が
あ
り
、

沖
縄
は
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
琉

球
王
国
時
代
に
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
結

ぶ
海
洋
国
家
と
し
て
盛
ん
に
交
易
・
交

流
を
行
い
、
独
自
の
文
化
を

育
ん
で
い
っ
た
と
い
う
歴
史

も
有
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

沖
縄
に
ふ
さ
わ
し
い
産
業
の

集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
ま

た
国
際
交
流
拠
点
の
形
成
に

向
け
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機

能
の
充
実
な
ど
諸
基
盤
の
整

備
を
進
め
て
い
く
、
こ
れ
が

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
の
進
む
方

向
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
、
今
回
の
組

閣
で
若
い
世
代
の
一
人
と
し

て
起
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

若
く
、
新
し
い
発
想
と
行
動

力
で
、
将
来
に
向
け
た
夢
の

あ
る
分
野
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
設
立
構
想
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
沖

縄
振
興
の
目
玉
と
な
る
大
変
重
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
考
え
て
お
り
、
構
想
の

具
体
化
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。
先
般
、
名
護
市
に
お
い
て
関
係
各

位
の
多
大
な
る
御
尽
力
の
下
、
第
一
回

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
裡
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
三
百
五
十
一
人
の
研
究
者
の

関
心
と
期
待
の
高
さ
を
肌
で
感
じ
る
と

と
も
に
、
世
界
の
一
流
の
研
究
者
が
こ

の
構
想
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
、
心
強
く
思
い
ま

し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功

は
、
今
後
の
構
想
の
推
進
に
大
変
意
義

の
あ
る
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
に
お
け
る
米
軍
の
存
在
は
、
我

が
国
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
の
平
和
と
安
定
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
一
方
で
、
施
設
・
区
域
の
集
中
に

よ
り
県
民
の
皆
様
に
大
き
な
御
負
担
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま
で

一
年
間
、
外
務
副
大
臣
と
し
て
基
地
問

題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
担
当

大
臣
と
し
て
沖
縄
の
抱
え
る
諸
課
題
に

つ
い
て
、
今
ま
で
以
上
に
重
く
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
普
天
間
飛
行
場
の
移

設
・
返
還
を
は
じ
め
県
民
の
皆
様
の
御

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
取
り
組
み
ま
す
。

　

私
は
担
当
大
臣
と
し
て
、
県
民
の
皆

様
の
思
い
を
一
歩
一
歩
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
自
ら
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
沖
縄
の
た
め
に
御
尽
力
さ
れ

た
歴
代
の
沖
縄
開
発
庁
長
官
、
沖
縄
担

当
大
臣
等
多
く
の
方
々
の
情
熱
、
熱
意

を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
沖
縄
の
新

た
な
発
展
に
向
け
て
精
一
杯
努
力
し
て

い
く
決
意
を
申
し
上
げ
、
私
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日
付
け
で
沖
縄
及

び
北
方
対
策
担
当
大
臣
に
茂
木
敏
充
氏
が
就
任

さ
れ
た
。

　

平
成
五
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
。
平

成
六
年
衆
議
院
運
輸
委
員
会
理
事
、
平
成
八
年

衆
議
院
石
炭
対
策
特
別
委
員
会
理
事
、
同
年
衆

議
院
商
工
委
員
会
理
事
、
平
成
九
年
衆
議
院
内

閣
委
員
会
理
事
、
同
年
衆
議
院
外
務
委
員
会
理

事
、
平
成
十
一
年
通
商
産
業
政
務
次
官
、
平
成

十
二
年
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
、
平
成

十
四
年
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選

挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
理
事
、
同
年

外
務
副
大
臣
等
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。

栃
木
県
出
身　

四
十
八
歳

　　

平
成
十
五
年
九
月
二
十
五
日
付
け
で
内
閣
府

副
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
に
中
島

眞
人
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

平
成
七
年
参
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
。
平

成
九
年
参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
、
平
成

十
年
大
蔵
政
務
次
官
、
平
成
十
一
年
参
議
院
財

政
金
融
委
員
会
（
大
蔵
委
員
会
）
筆
頭
理
事
、

平
成
十
二
年
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
常
任
委

員
長
、
平
成
十
三
年
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

常
任
委
員
長
等
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。

山
梨
県
出
身　

六
十
八
歳

　　

平
成
十
五
年
九
月
二
十
五
日
付
け
で
内
閣
府

大
臣
政
務
官
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
に

宮
腰
光
寛
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

平
成
十
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
。
平

成
十
二
年
衆
議
院
労
働
委
員
会
理
事
、
平
成
十

三
年
衆
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特

別
委
員
会
理
事
、
平
成
十
四
年
農
林
水
産
大
臣

政
務
官
等
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。

富
山
県
出
身　

五
十
二
歳


